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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：異文化接触場面におけるインタラクション

マネジメント 

 

氏氏名名：：      梅梅木木  俊俊輔輔／／UUMMEEKKII  SShhuunnssuukkee  EE--mmaaiill：：  ss--uummeekkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本語語教教育育学学会会,,  日日本本語語用用論論学学会会,,  社社会会言言語語科科学学会会,,  専専門門日日本本語語教教

育育学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学，，言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化間間ココミミュュニニケケーーシショョンン,,  会会話話分分析析,,  年年少少者者日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・留留学学生生対対象象日日本本語語教教育育    ・・日日本本語語テテククニニカカルルラライイテティィンンググ  

・・国国際際交交流流・・海海外外留留学学ササポポーートト  

 
研研究究内内容容：：    

【論文】 

1. TEACHING OF JAPANESE LANGUAGE TO INTERNATIONAL STUDENTS BASED ON CDIO, Shunsuke Umeki, 14th 

International Symposium on Advances in Technology Education conference proceedings, pp. 295-300, 2022. 

2．『聞き返し発話の解釈に関する認知語用論的考察』, 梅木俊輔, 日中言語文化出版社, 2019 年 

3．‟Greetings” , 島崎薫・渡部留美（監）島崎薫・渡部留美・梅木俊輔・バックレイ厚子・三島敦子（編著） , Tohoku 

University Survival Japanese Program., 東北大学出版会, pp. 1-8, 2017 年 

4．「聞き手の発話解釈に感動詞が関与する程度差について―暗示的意味を中心に―」, 梅木俊輔, 『文化』, 77 巻 3・4

号, pp. 35–52, 2014 年 

5．「感動詞への「と」の付加をめぐる語用論的意味に関する覚書」, 梅木俊輔, 『言語科学論集』, 17 巻, pp. 73-84, 2013

年 

6．「エコー型聞き返しの発話機能と発話末イントネーションとの関係」, 梅木俊輔, 『日本語／日本語教育研究』, 2 巻, 

pp. 119-136, 2011 年 

7．「ターン管理と発話連鎖への期待に関する一考察―韓日接触場面における情報要求場面を中心に―」, 梅木俊輔, 

『言語科学論集』, 13 巻, pp. 71-82, 2009 年 

【口頭発表等】 

1．「教員・カウンセラー協働による心理教育の実践」, 徳竹亜紀子・梅木俊輔・勝又美保・武田拓・濵中ミオ・本田佑・宮

﨑義久, 令和元年度全国高専フォーラム, 北九州国際会議場, 2019 年 8 月 

2．「無償APIによる多言語翻訳システムを用いた高専初年次留学生に対する授業サポートの試み」, 若生倫太郎・梅木

俊輔, 日本高専学会第 25 回年会講演会, 仙台高等専門学校, 2019 年 8 月 

3．「調整コミュニケーションのリソースとしての多様性―国際共修授業における取り組みをもとに―」, 梅木俊輔, 第 26

回小出記念日本語教育研究会，国際基督教大学, 2017 年 7 月 

4．「発話解釈に伴う推測と視線認知」, 梅木俊輔，社会言語科学会第 34 回大会, 立命館アジア太平洋大学, 2014 年 9

月 

5． “Behavior in ‘sequence-closing third’: ‘Why they don’t say that I don’t know what to say?’ ” , UMEKI 

Shunsuke・NAJIMA Yoshinao.,13th International Pragmatics Conference (IPrA), IndiaHabitat Centre, New Delhi India, 

2013 年 9 月 

6．「日本語学習者のポライトネス・ストラテジーに関する一考察」, 梅木俊輔，日本語用論学会第 15 回大会ワークショッ

プ：『語用論研究から日本語教育へ、日本語教育から語用論研究へ』, 大阪学院大学, 2012 年 12 月  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    
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